
各
科
目
に
於
け
る
所
惑

0
日
本
甕
宜
習
平
田
〔
松
堂
〕
教
授
櫓
嘗

志
笙
者
六
十
人
線
描
運
筆
の
練
習
を
平
田
赦
授
自
筆
の
手
本
に
由
つ
て
指

導
し
、
次
い
で
無
木
地
硯
箱
を
材
料
と
し
て
、
其
表
面
に
胡
粉
盛
上
法
併
に

箔
押
を
試
み
て
日
本
盟
の
質
際
應
用
に
利
し
た
る
為
、
非
常
な
る
好
評
を
享

け
、
日
本
盟
も
亦
将
束
圏
霊
教
育
上
重
要
な
る
債
値
あ
る
事
を
識
ら
し
む
と

同
時
に
、
其
指
導
方
法
の
暗
示
を
典
へ
た
る
も
の
の
如
し
。

0
西
洋
聾
宜
習
和
田

〔
英
作
〕
教
授
田
邊
〔
至
]
教
授
擦
営

志
笙
者
百
人

多
敷
は
モ
デ
ル
を
使
用
す
る
人
膿
油
甕
を
描
き
、
他
は
木
炭
を
以
て
石
秤

像
を
描
出
し
、
雨
教
授
は
熱
心
各
自
の
畳
の
前
に
批
評
を
試
み
、
或
は
其
短

を
指
摘
し
て
形
を
正
し
、
日
本
聾
同
様
講
習
員
は
皆
其
懇
切
さ
に
満
足
の
意

を
表
し
た
り
。

0
ェ
ッ
チ
ソ
グ
宜
習

田
邊
〔
至
〕
教
授
撥
嘗

こ
の
講
習
は
恐
ら
く
本
邦
に
於
け
る
最
初
の
質
習
な
り
し
丈
、
豫
備
知
識

〔
マ
マ
〕

な
き
者
は
他
少
の
困
難
を
伴
ひ
た
る
も
、
梢
理
解
あ
る
者
は
極
め
て
巧
み
に

〇
圏
案
と
し
て
の
綸
甕

伊
東
〔
忠
太
〕
工
學
博
士
講
演

博
士
多
年
に
渉
る
建
築
學
上
の
蘊
奥
の
一
端
を
披
歴
せ
ら
れ
、
尚
其
箱
甕

に
造
詣
深
き
博
士
が
圏
齋
教
育
論
の
新
指
針
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
を
明
示
せ

ら
れ
、

一
同
熱
心
に
傾
聴
せ
り
。

〇
獣
州
箱
飾
史
森
田
〔
亀
之
助
〕
教
授
講
演

歌
州
の
美
術
史
を
基
調
と
し
た
る
も
の
故
、
美
術
史
の
数
授
に
営
る
圏
霊

印
刷
を
完
了
せ
り
。

志
望
者
五

0
人

赦
育
者
は
興
味
を
以
て
聴
講
せ
り
。

〇
構
成
と
は
水
谷
〔
武
彦
〕
助
教
授
講
演

こ
の
講
演
は
氏
が
獨
逸
留
學
中
親
し
く
一
學
生
と
し
て
、
濁
逸
の
パ
ウ
ハ

ウ
ス
の
教
育
組
織
と
そ
の
主
張
す
る
構
成
學
と
を
學
習
し
た
る
よ
り
獲
た
る

新
研
究
に
し
て
、
全
員
其
興
味
を
登
ゆ
る
こ
と
深
く
、
教
育
上
に
も
質
際
上

に
も
本
講
演
は
極
め
て
効
果
あ
り
し
も
の
4
如
し
。

0
文
部
省
美
術
院
展
覧
會

講
習
期
間
中
の
時
間
外
又
は
休
日
に
全
員
と
も
隈
々
之
を
観
覧
せ
り
。

0
見
學

〔高
等
工
芸
学
校
〕

東
京
市
芝
浦
東
京
工
藝
學
校
及
銀
座
伊
東
屋
に
開
催
中
の
圏
甕
手
エ
教
育

展
の
見
學
を
な
す
。

備

考

聴
講
者
は
聴
講
證
明
書
の
下
附
を
申
出
づ
る
も
の
多
か
り
し
を
以
て
、

東
京
美
術
學
校
名
義
を
以
て
證
明
書
を
下
附
す
る
こ
と
4

せ
り
。

帝
国
美
術
院
附
属
美
術
研
究
所

昭
和
一―一年
九
月
に
本
校
敷
地
内
に
建
設
の
黒
田
記
念
館

(350
頁
参
照
）

が
竣
工

し
、
美
術
研
究
所
開
設
の
た
め
に
必
要
な
備
品
、
図
書
、
写
真
等
の
研
究
資
料

が
備
え
ら
れ
、
館
内
に
黒
田
清
輝
の
遣
作
を
展
示
す
る
黒
田
子
爵
記
念
室
が
設

け
ら
れ
た
。
翌
四
年
五
月
、
黒
田
清
輝
遺
言
執
行
人
代
表
樺
山
愛
輔
は
、
こ
の

建
物
、
設
備
、
研
究
資
料
等
に
金
十
五
万
円
を
添
え
て
帝
国
美
術
院
に
寄
附
゜

同
五
年
六
月
二
十
七
日
勅
令
第
―
二
五
号
を
以
て
こ
こ
に
帝
国
美
術
院
附
属
美

術
研
究
所
（
現
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
）
が
設
置
さ
れ
、
同
年
同
月
、
本
校

校
長
正
木
直
彦
が
本
研
究
所
主
事
に
、
教
授
矢
代
幸
雄
が
所
員
（
主
任
）
に
、

⑫
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美

校

回

想

ド

モ

又

の

死

|
ー
，

山
崎
坤
象

〔
本
篇
は
平
成
五
年
四
月
八
日
、
山
崎
坤
象
氏
（
昭
和
五
年
西
洋
画
科
卒

業
、
平
成
五
年
八
月
歿
）
宅
に
お
い
て
録
音
し
た
談
話
と
、
氏
が
他
界
さ

れ
る
寸
前
に
執
筆
さ
れ
た
回
想
記
と
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

る。〕

私
は
明
治
四
十
年
に
彫
刻
家
山
崎
朝
雲
の
長
男
と
し
て
駒
込
林
町
に
生
ま
れ

た
。
近
所
に
は
東
京
美
術
学
校
の
金
沢
庸
治

・
長
原
孝
太
郎
先
生
の
家
が
あ

り
、
よ
く
行
き
来
し
て
い
た
が
、
特
に
長
原
先
生
の
息
子
の
坦
さ
ん
と
は
京
北

中
学
で
同
級
だ
っ
た
の
で
、
仲
良
し
だ
っ
た
。
父
の
も
と
に
は
大
勢
の
弟
子
が

い
た
が
、
父
は
私
が
彫
刻
家
に
な
る
の
は
反
対
で
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
私
は

絵
の
方
へ
進
む
こ
と
に
し
、
中
学
四
年
の
と
き
本
郷
洋
画
研
究
所
に
入
り
、
岡

田
三
郎
助
先
生
の
指
迫
を
う
け
て
、
大
正
十
四
年
―
―一
月
に
美
校
に
入
学
し
た
。

当
時
の
西
洋
画
科
で
は
初
め
の
二
年
間
は
長
原
先
生

・
小
林
万
吾
先
生
の
指

禅
の
も
と
に
皆
一
様
に
学
ん
で
、

三
年
目
か
ら
岡
田
教
室
•

藤
島
教
室
・

和
田

教
室
の
ど
れ
か
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
私
は
勿
論
岡
田
教
室
だ
っ
た
。

各
教
室
は
そ
れ
ぞ
れ
先
生
の
作
風
や
性
格
を
反
映
し
て
特
色
が
あ
っ
た
が
、
生

徒
の
人
気
か
ら
言
え
ば
第
一
藤
島
教
室
、
第
二
岡
田
教
室
、
第
三
和
田
教
室
の

順
で
あ
っ
た
。
岡
田
教
室
の
同
級
生
は
小
見
辰
男

・
小
野
佐
世
男

・
新
来
哲

・

松
平
四
郎

・
三
井
滋
雄

・
渡
辺
力
お
よ
び
許
達
そ
の
他
外
国
人
留
学
生
で
、
先

⑬
 

講
師
田
中
喜
作
と
助
教
授
青
山
新
が
同
じ
く
所
員
（
経
理
部
勤
務
）
に
任
ぜ
ら

れ
た
。
翌
六
年
十
一
月
、
正
木
が
帝
国
美
術
院
長
に
就
任
す
る
と
同
時
に
主
事

は
矢
代
へ
と
替
っ
た
。

を
し
た
わ
け
だ
が
、

ア
ト
リ
エ
内
の
場
面
の
装
置
を
作
る
の
で
美
校
の
仲
間
に

田
監
督
の
「
い
つ
わ
り
の
唇
」
制
作
の
と
き
で
、
要
す
る
に
舞
台
装
置
の
仕
事

の
は
昭
和
三
年
の
こ
と
で
、

一
度
だ
け
だ
が
美
術
監
督
も
や
っ
た
。
そ
れ
は
豊

是
也

・
伊
藤
窯
朔
ら
と
も
親
し
く
な
っ
た
。
父
に
内
緒
で
蒲
田
通
い
を
始
め
た

生
は
ど
の
教
室
の
場
合
も
一
応
週
二
回
見
回
っ
て
指
母
す
る
き
ま
り
に
な
っ
て

、こ
。

し
キ
ー実
技
の
外
で
は
先
ず
父
と
懇
意
だ
っ
た
大
村
西
崖
〔
朝
雲
が
高
村
光
雲
に
入

門
す
る
際
、
仲
介
の
労
を
と
っ
た
。
！
—
,

編
者
註
〕
先
生
の
東
洋
美
術
史
、
矢

代
幸
雄
先
生
の
西
洋
美
術
史
、
久
米
桂
一
郎
先
生
の
美
術
解
剖
、
合
田
清
先
生

の
フ
ラ
ン
ス
語
、
そ
し
て
教
練
が
あ
っ
た
。
教
練
は
中
学
時
代
の
そ
れ
と
は
ま

さ
に
雲
泥
の
差
で
、
実
に
楽
な
も
の
だ
っ
た
。
斎
藤
幸
晴
先
生
は
生
徒
に
優
し

か
っ
た
の
で
人
気
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
名
前
は
思
い
出
せ
な
い
が
配
属
将
校

も
立
派
な
人
だ
っ
た
か
ら
、
生
徒
に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。
私
ら
の
後
の
時
代
に

な
っ
て
急
に
厳
し
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

美
校
時
代
を
振
り
返
れ
ば
次
々
と
思
い
出
は
尽
き
な
い
が
、
一
番
愉
快
な
思

い
出
と
言
え
ば
ク
ラ
ス
仲
間
で
「
ド
モ
又
の
死
」
の
劇
を
や
っ
た
こ
と
だ
。
そ

も
そ
も
私
の
父
は
無
類
の
映
画
好
き
で
、
よ
く
私
を
連
れ
て
浅
草
の
キ
ネ
マ
ク

ラ
ブ
ヘ
通
っ
た
の
で
、
私
も
幼
い
頃
か
ら
自
然
と
映
画
や
演
劇
に
親
し
む
よ
う

年
ば
か
り
小
山
内
蕉
の
万
来
舎
に
通
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
滝
沢
修

・
千
田

頼
ん
で
教
室
か
ら
石
音
像
を
借
り
る
こ
と
に
し
た
。
夜
、
そ
れ
を
撮
映
所
の
ト

ラ
ッ
ク
に
載
せ
て
こ
っ
そ
り
運
び
出
し
た
ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
そ
の
一
っ
が

壊
れ
て
し
ま
い
、
と
て
も
困
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
仕
事
の
月
給
は

―――

十
円

で
、
初
月
給
を
母
に
見
せ
る
と
、
こ
う
い
う
お
金
は
直
ぐ
使
っ
て
し
ま
い
な
さ

に
な
っ
た
。
美
校
時
代
に
は
仲
間
と
本
郷
座
の
新
劇
を
よ
く
見
に
行
っ
た
。
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